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広域配置図 S=1/6000共愛学園前橋国際大学の正面ゲート付近から見る （鳥瞰）

共愛学園前橋国際大学の正門から 5 号館正面ゲートを見る
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新たなネットワークを再定義する
　共愛学園は、134 年の歴史を誇る子ども園から大学までを有する総合学園である。桃の木川周辺の水辺と緑の景観、駅前から続く導線の軸線上でのアイ
ストップとなる桜並木、学園全体を巡る緑のネットワークは、この地域のシンボルである。
　こども園から高等学校、大学までを含めた学園全体の道線、コミュニティ、景観、インフラ等のキャンパスの新たなネットワークを学園内のみで完結す
るのではなく、周辺地域へ繋いでいくネットワークとして整理し、新たなキャンパス全体の提案をするところから計画はスタートした。「共愛学園前橋国際
大学 5 号館 KYOAI GLOCAL GATEWAY」は、キャンパスの玄関口 / ゲートとして、地域と学園との結節点となり、学園全体を地域・社会・世界と繋げていく。

GLOCAL (GLOBAL + LOCAL) な人材育成と新 5 号館
（大森昭生 / 共愛学園前橋国際大学学長『新建築 2021 年 5 月号』）

　共愛学園 130 周年記念事業である 5 号館を、KYOAI GLOCAL GATEWAY と名付けました。
本学のコンセプトは、GLOCAL 人材の育成です。例えば学生たちは、半年間大学に来る代わ
りに地域で学んだり、地元企業の海外法人にいき、見知らぬ土地でミッションをこなした
り、あるいは地域の高校生や企業人と大学の中でプロジェクトに取り組んだりしています。
本学の学びはキャンパスのオンとオフの往還でできていて、共愛学園前橋国際大学 5 号館ー
KYOAI GLOCAL GATEWAY －は、その学びの拠点であり、大学と地域 / 世界、そして学生と
社会との結節点であるのです。
　竣工直後から、地域の企業や団体とのコラボが複数展開されており、今後も地学一体プロ
ジェクトが次から次へと立ち上がってくることでしょう。同時に、5 号館は学生支援と大学
運営の拠点でもあります。学生とスタッフ、スタッフ同士の視線と会話が交差するこの空間
は、Creative で Rich-Communication な、まったく新しい大学事務局の姿を描きます。私た
ちは、建築が学びを変え、学びが建築に意味を与える相互関係を体験してきました。5 号館
もまた、今までにない大学の学びを創発し、発信していくことでしょう。そして、ここで生
き生きと活動する学生たちが、まだ私たちも知らないこの学舎の意味を生み出してくれるに
違いありません。

可能性を最大化し、流れを生み出す４つの顔
学園の顔、地域とキャンパスを繋ぐ結節点となり学生・教職員・地域の人びと等、あらゆる来校者を迎え入れながらキャンパス内外の活動の流れを生み出し、
その可能性を最大限に引き出す全方位に開かれた裏表のない建築が必要であると考えた。アプローチや景観等から 5 号館の四隅には特徴敵な４つの顔をが浮
かび上がる。

　　　　　　　　　　　/ キャンパスの顔をつくる

　交差点に向かって高く伸びる屋根と木仕上げの軒が来校者を迎え入れる。

　　　　　　　　　　　 / 広場・キャンパスモール・COMMONS とつながる

　自由に過ごせる広場とホールを繋ぎステージとしてイベント利用も可能。

　　　　　　　　　　　 / 大学の発信をするおもてなしエントランス

　大学の活動をアピールする場であり 4 号館との接続動線でもある。

　　　　　　　　　　 　/ 緑豊かなランドスケープと事務空間のリラクゼーション 

　ワークプレイスと道路の緩衝緑地であり、吹き抜けの FWA は職員同士の連携を誘発する。

大学キャンパスの配置とキャンパスコミチ
　アクティブラーニング、キャンパスライフの拠点となっている「4 号館 KYOAI 
COMMONS（設計・監理：乾久美子建築設計事務所）」に加え、さらなる教育環境・
学生生活の向上、大学の事務・運営昨日の集約・充実を図るために、「学習の場」「集
い・交流の場」と「事務機能」を一体化した新たな建築を求めて、都市計画家の倉田
直道氏がアドバイザーとして参画し指名プロポーザルが行われた。

　計画地は桜並木の美しい「キャンパスモール」の始点、COMMONS（4 号館）と広
場を挟んで並ぶ関係にある。　既存の大学 1 号館事務棟は「キャンパスモール」の
終点に位置していたが、キャンパスの奥から玄関口へ事務機能を移転するにあたり、
1 号館から 5 号館までのそれぞれの建物の役割を整理し、また、雨に濡れずに各棟を
移動できる新しい動線となる「キャンパスコミチ」を計画した。そのコミチと大学キャ
ンパスの西側に位置する「キャンパスモール」を接続させることで、キャンパス内の
新たなサーキュレーションが完成する。

学長と学生、 地域住民とのシンポジウムの様子

↓至 駒形駅↓至 駒形駅

桃の木川

グリーンテラス

キャンパスゲート

アクティビティテラス

サクラエントランス
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アクティビティテラス

キャンパスゲート
グリーンテラス

サクラエントランス

KYOAI
コミュニティーホール

キャンパス
モール

キャンパス・プラザ

プロジェクト
ルーム 2

KYOAI COMMONS (4 号館 )

プロジェクト
ルーム 1

設備
スペース

階段テラス

キャリア
センター

アドミッション
センター

学生センター

教具庫相談 3

フレキシブル・
ワーキング・エリア

（FWA)

EV
EPS

女 WC

男 WC

倉庫 印刷室

風除室 / ギャラリー

風除室
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男 WC

女ロッカー
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駐車場

車寄せ
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執務エリア
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場

室
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機
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場

室外機置場室外機置場

緩やかな勾配で水はけをよく
し、座りたくなる芝生広場

【ホワイトボード壁】
WB シート +

鋼板下地ｔ0.6

【造作家具】
OSB 合板ｔ9

ウレタンクリア塗装

【ホワイトボード壁】
磁性 PB+WB 塗料

【ルーバー建具】
空調 RA 吸口兼用
アカマツ角材□25＠50

【パンチングメタル壁】
空調 RA 吸口兼用

【蹴上げパンチング加工】
空調 SA 吹き出し口兼用

【下部空調吹き出し口】
パンチングメタルｔ2.3
焼き付け塗装

ステージ状のテラス
で学園祭の舞台
として利用可能

全面ホワイトボード
兼プロジェクター投影面

キャンパスモール
から活動が見える

折れ戸開放で
外部とつながる

腰掛けられる
段状のテラス

大らかなホール空間が
キャンパスプラザを介して、

4 号館と向き合う関係性

折れ戸開放で
広場とつながる

風除室を兼ねた
展示スペース

雨に濡れない動線

車寄せ

イベント時、
車の乗入れが可能

正面に建物のコンセプト・
スローガンサイン

大学や学生活動の成果物
などを展示する壁面書架

全開可能な建具で、
来校者がふらっと立

ち寄れる設え

キャンパスモールと
一体となる学生の居場所

レイアウト可変で
多様なイベント可能

200 人収容可能なホール

折れ戸開放で
FLA とつながる

受付

階段テラス
兼ベンチ
就職本書架

階段状のスペース
ベンチにも
ステージにもなる

学習風景が
地域から見える

地元企業、教職員、
学生等オープンに

打合せ可能

就職資料
閲覧書架兼ベンチ

パンフレット
展示可能なカウンター

事務エリア仕切り兼
レポートボックス

上部吹き抜け
で 2 階から見下ろせる

パウダーコーナー

戸袋に収納可能な
引き戸で、ホール
とシームレスにつながる

全開可能な引き戸で、
FLA とつながる

既存フェンスを撤去し、
地域に親しみやすい緑地帯

フレキシブルワーキング
エリアへの視線を遮りつつ、
緑あふれる車両進入口

前橋城の土塁を
イメージしたマウンド

リフレッシュスペースであり、
職員のコミュニケーションを
誘発し、部署間の連携を生み出す

コンセント付きの
ハイカウンター

キッチン
スペース

自席以外で
働くブース

セキュリティー
（リングシャッター）

個人用作業デスク

緑を望むソファ
ひとり用
ハイバックソファ

ホワイトボード壁
を利用し、オープン
に打合せ可能

サクラシーズンに
花見可能なテラス

【吸音壁】
有孔シナｔ9

GW マットｔ50

【光を受ける壁】
トップライト下
PB+ リシン吹付け

【ホワイトボード壁】
磁性 PB+WB 塗装

【ホワイトボード壁】
WB シート +
鋼板下地ｔ0.6

【ホワイトボード壁】
磁性 PB+WB 塗料
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フレキシブルワーキングエリア。

上下にまたがる職員フロアのコミュニケーションを誘発する。

グリーンテラス東外観。
コーナー建具を開けると開放的なリフレッシュエリアとなる。

内観。 南側接道を見る。
親自然的な憩いの場として、 職員の連携を誘発する。

エントランス内観。
大学のＰＲの場所として訪問者へのカウンターを設える。

外部キャンパスプラザよりテラス・コミュニティホールを見る。 内外、
上下階が自由につながる。

サクラエントランス外観。
車寄せのキャノピーと 4 号館への接続道線の役割も果たす。

ホール使用風景。

ホワイトボード壁へのプロジェクター投影により、 イベントやレクチャーでのスクリーン使

用が可能、 ポリカとガラスの向こうにキャンパスモール沿いの桜並木の新緑や通行す

る人々の活動が見える。

玄関からキャンパスゲート全体を見る。

階段テラスとフレキシブルラーニングエリア （FLA）、 デッキ、 ベンチ、 家具が一体とな

り居場所を設える。

ホール内観。 右手奥に FLA、 1F 執務エリアを見る。
大きなアール状の開放的な吹き抜け空間。

階段テラス ・ FLA ・ プロジェクトルームが空間を連続的に、 緩や
かにつなぐ。

キャンパスゲート入口より、 階段テラスとキャンパスモールを見る。
全面開放可能な折戸を開け放つことで内外が一体的な開放空間となる。

サクラエントランス外観。

右手の COMMONS （4 号館） との接続動線 ・ 車寄せキャノピーとして来校者を迎え入

れる。

　大学のブランドや学生の活動をアピールする場で

あり、 車寄せのキャノピーは COMMOMS （4 号館）

と接続する雨に濡れない動線でもある。

　エントランスに近接し上下に積層するプロジェクト

ルームはそれぞれ COMMOMS 側の外部空間と内部

の FLA と連続的につながり多様な使用やアクティビ

ティに対応できる設えとなる。

　緑豊かなランドスケープで、 事務のワークプレイス

と道路の緩衝緑地であり、 このテラスに面した吹き

抜けのフレキシブルワーキングエリア （FWA） を介し

て職員同士が交流しクリエイティブな連携を誘発す

る。

　中央付近の吹き抜けからは学生ラウンジを見下ろ

すことができ、 執務エリアとの境界となる 「ミドルス

ケール」 とした家具 ・ 什器等が緩やかに学生エリア

をつないでいる。

　1 階に 200 名を収容可能なコミュニティホールを有

し、 開口部を開くと人びとが自由に佇めるよう傾斜さ

せた広場とホールをつながり、 ステージとして文化祭

等のイベントにも利用できる。

　吹き抜けを介して、 2 階 FLA と上下階につながる

ことでカウンタースペースから講義やイベントに自由

に誰でも参加しやすい設えとなる。

© 共愛学園前橋国際大学

　キャンパスの顔、 正門向かいに位置し、 交差点に

向かって高く伸びる屋根と木仕上げの軒が来校者を

迎え入れる。

　天井高 7.8 ～ 8.4m の吹き抜け空間が広がり、 ミー

ティングやミニレクチャー等を行える設えとしている。

アール状に切り取られた吹き抜けはコンクリートスラ

ブと手すりが内外にわたって同じディテールで連続す

る。

© 共愛学園前橋国際大学



4 つの顔 -2 階平面図 -

キャンパスゲート グリーンテラス

サクラエントランスアクティビティテラス

学習エリア

KYOAI
コミュニティーホール

上部

FWA
上部

女WC

男WC

テラス

テラス 機械室 応接室

プロジェクト
ルーム 4

プロジェクト
ルーム 4

EV
EPS

理事長室

局長室

室外機置場室外機置場

学長室

フレキシブル
ラーニング・エリア

（FLA) 監査室
企画調査室

吹抜上部

総務部

ミーティング
スペース

学園室

室
外
機
置
場

学生に限らず、
自由に利用可能な
テラス

キャンパスプラザ
を見渡せるテラス

【ホワイトボード壁】
WBシート +
鋼板下地ｔ0.6

【造作家具】
OSB 合板ｔ9

ウレタンクリア塗装

【吸音壁】
パンチングメタルｔ0.6
GWマットｔ50

プロジェクター投影
面は 2階からも見える

キャンパス・プラザ
/アクティビティテラスに直結
する外部階段

折れ戸開放で
テラスとつながる

テラスからこども
園・中高が見える

ガラス張りで
学生から見える

遠くからも見える
大学サイン

1F ホールの
イベント傍聴可

日常的に FLA とし
て自由に使える場

グループ席で
自習可能

ガラス張り
で会議が見える

中間部に半透明の
ポリカ建具

オープンな
場所で来客対応

街やキャンパスモール
も見えるカウンター席

エントランスゲート
の賑わいが見える

学外活動資料の展示

事務エリア仕切り兼
受付カウンター

カウンターから
1階見下ろせる

カウンターから
1階見下ろせる

引き戸は日常的に
開放し、一体空間
として利用

全開可能な引き戸で、
FLA とつながる

大きく伸びる屋根と
木仕上げの軒天が新しいキャンパ
スの顔となり、人々を迎え入れる

1F フレキシブル・ワーキング
エリアと視線がつながる

キッチンスペース

作業デスク
兼ハイカウンター

テラスより土塁の
緑が見える

ガラス張りで
役員室の透明化

オープンな
打合せスペース

半個室の
執務スペース

外部から
アクセス可能

西日除けの植栽

【曲面手すり】
エキスパンドメタル

EP 塗装

【カウンター】
OSBｔ36

ウレタンクリア塗装

遮光電動カーテン

【明るい壁】
トップライト下
Pb+リシン吹付け

【ガラス間仕切】
ガラスｔ10

鋼製枠上下 2辺支持

オフィス
専用階段

【ホワイトボード壁】
WBシート +
鋼板下地ｔ0.6

【左官壁】
デラクリートｔ12.5+
ジョリパット吹付

【ポリカ引き戸】
中空ポリカｔ10

大型モニター埋め込み

【曲面手すり】
エキスパンドメタル
EP 塗装

ガラス張りで
役員室の透明化

【ガラス間仕切】
ガラスｔ10

鋼製枠上下 2辺支持

遮光電動
ロールスクリーン

アクティビティテラス

キャンパスゲート

グリーンテラス

サクラエントランス

S：1/300
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EV
EPS

理事長室

局長室

室外機置場室外機置場

学長室

フレキシブル
ラーニング・エリア

（FLA) 監査室
企画調査室

吹抜上部

総務部

ミーティング
スペース

学園室

室
外
機
置
場

学生に限らず、
自由に利用可能な
テラス

キャンパスプラザ
を見渡せるテラス

【ホワイトボード壁】
WBシート +
鋼板下地ｔ0.6

【造作家具】
OSB 合板ｔ9

ウレタンクリア塗装

【吸音壁】
パンチングメタルｔ0.6
GWマットｔ50

プロジェクター投影
面は 2階からも見える

キャンパス・プラザ
/アクティビティテラスに直結
する外部階段

折れ戸開放で
テラスとつながる

テラスからこども
園・中高が見える

ガラス張りで
学生から見える

遠くからも見える
大学サイン

1F ホールの
イベント傍聴可

日常的に FLA とし
て自由に使える場

グループ席で
自習可能

ガラス張り
で会議が見える

中間部に半透明の
ポリカ建具

オープンな
場所で来客対応

街やキャンパスモール
も見えるカウンター席

エントランスゲート
の賑わいが見える

学外活動資料の展示

事務エリア仕切り兼
受付カウンター

カウンターから
1階見下ろせる

カウンターから
1階見下ろせる

引き戸は日常的に
開放し、一体空間
として利用

全開可能な引き戸で、
FLA とつながる

大きく伸びる屋根と
木仕上げの軒天が新しいキャンパ
スの顔となり、人々を迎え入れる

1F フレキシブル・ワーキング
エリアと視線がつながる

キッチンスペース

作業デスク
兼ハイカウンター

テラスより土塁の
緑が見える

ガラス張りで
役員室の透明化

オープンな
打合せスペース

半個室の
執務スペース

外部から
アクセス可能

西日除けの植栽

【曲面手すり】
エキスパンドメタル

EP 塗装

【カウンター】
OSBｔ36

ウレタンクリア塗装

遮光電動カーテン

【明るい壁】
トップライト下
Pb+リシン吹付け

【ガラス間仕切】
ガラスｔ10

鋼製枠上下 2辺支持

オフィス
専用階段

【ホワイトボード壁】
WBシート +
鋼板下地ｔ0.6

【左官壁】
デラクリートｔ12.5+
ジョリパット吹付

【ポリカ引き戸】
中空ポリカｔ10

大型モニター埋め込み

【曲面手すり】
エキスパンドメタル
EP 塗装

ガラス張りで
役員室の透明化

【ガラス間仕切】
ガラスｔ10

鋼製枠上下 2辺支持

遮光電動
ロールスクリーン

アクティビティテラス

キャンパスゲート

グリーンテラス

サクラエントランス

S：1/300
15m10m5m0

２F 平面図 S=1/300

N

Page.4
５号館　

キャンパスゲート側 ・ プロジェクトルーム３。 　プロジェクトルーム前の FLA と
の接続が可能でゲートエントランスの賑わいも感じることができる。

プロジェクトルームより COMMONS （4 号館） を見る。
テラスと接続することでより自由な使用が可能になる。

２階 ・ 理事長室前より見る。

手前から奥に向かって天井が高くなり天井ルーバーとの効果で光を引き込む。

2 階執務エリアより学長室を見る。
職員 ・ 学生同士のコミュニケーションを生み出す空間となる。

2 階テラスより、 学習エリア ・ コミュニティホールを見下ろす。
吹き抜けを介し上下階、 テラスを介し内外がつながる。

2 階吹き抜け手摺と一体となるカウンターを設けている。

学生の居場所であり、 自由に講義やイベントに参加できる。

2 階 ・ キャンパスゲート吹き抜けカウンター。

手すりと一体になった OSB のカウンターが人びとの居場所をつくる。

2 階 ・ 企画調査室より学生ラウンジを見下ろす。

吹き抜けを介し上下階で多様なアクティビティが生まれる。



WS ① 天使と悪魔

WS ② 現状の連携図を描こう WS ③ 理想のあり方を描く・理想の働き方を描こう
連携の在り方・働き方の「理想を描く」をテーマとしたワークを行った。
前半では WS ②から出てきた連携の課題と新 5 号館における理想、そして他大学
の事例カードを使ってワークを行った。後半ではどんな働き方が理想なのか、課
題カード、トップインタビューから出た理想カード、働き方のヒントカードを使っ
てワークを行った。

これから新５号館において連携による新たな共創を生み、職員の働き方を改革す
るために、職員×学生×教員×地元企業の４者連携、そして職員同士の連携につ
いて現状を把握するワークショップを行った。
COC 活動において各主体がどのおうに関係しあい成立しているのかという現状を
連携図に起こした。

記念すべき第一回目の WS ①では、今の自分達の現状を把握するワークショップ「天
使と悪魔」を行った。
自分たちが身を置く環境を見つめ直すこともあり、様々な意見が積極的に出され、
共愛学園の「良いところ」と「悪いところ」の現状が共有された。

共愛学園の天使 ( 良いところ ) と悪魔 ( 悪いところ ) を上げ、グループ化し全体へ共有する。

連携状況図を書いてみるワークの様子 事例カードに新 5号館では？へのアイデアを付箋に貼るワーク ワークを受けて持ち寄ったアイデアでディスカッションする様子ワークの結果作成された連携図

キャンパスマスタープラン /5 号館のプログラムを導き出す 

④マスタープランと新しい 5 号館のプログラム整理①諸教室・諸室へ入りそれぞれの利用状況を調査する

➁ ・ ③利活用の調査 ・ 分析から、 平面計画を行う

1 号館
INTERNATIONAL 国際

KNOWLEDGE 知

・チャペル
・外国語センター
・グローバル事務局
・教室

・図書館
・IT センター

・研究室群
・学生ホール

・多目的ホール
・事務機能
・キャリアコモンズ

・ラーニングコモンズ
・食堂

２号館

オープンラボで先生と学生の接点

ラーニングコモンズで仲間との接点

キャリアコモンズと事務中枢で地域社会との接点

図書館と IT で情報への接点

体育館

職員用駐車場

３号館
RESEARCH 研究

KYOAI CORRIDOR

LEARNING 学習

GLOCAL 地域社会

４号館

５号館

部室棟

庭 1 庭 2

庭 3

外国語で世界への接点

学生ホールを改修し、オープンラボの
ような学生と教員の交流の場に

庇＝
・雨に濡れない動線
・配線ルート
・外部アクティビティの誘発

将来外国語センターを 1階に移転し、
グローバル事務局と合わせて一体的な
国際ラウンジに。

庇を縁側のような設えとし、
庭に面した気持ちよいたまり場に。
コンビニで買ったものを
庭の横で食べるなど

各サイズの教室ごとに
利用数と使用率を出し
ています

利用率が 60 ～ 80％の場合

利用率が 80 ～ 100％の場合

★1
★2
★3
★4

：年間を通して、前期木曜日 4限が一番の利用率
：前期火曜日は特大教室の利用率が高い
：前期月曜日 4限の特大教室利用率は 100％
：前期 4限特大教室利用率が高い

★1

★2

★3

色分けについて

資料の見かたについて

★4

共愛学園前橋国際大学 新 5 号館   打合せ資料 DATE  181217

キャンパスマスタープラン　/　5 号館のプログラムを導き出す
指名プロポーザルでの設計者選定後、現状を分析しキャンパス全体のマスタープランと新しい 5 号館に何をつくるべきかを議論するところからスタートした。全ての教室・部屋に入り、
現在の利用状況を整理し、その結果から何が必要とされている機能であるかを可視化した。これらの調査・分析・議論により、5 号館のプログラムを定義し、キャンパスの将来像を提示した。

①～④の現状の諸室の利用状況の分析と、大学の要望や予算を含んだ諸条件を満
たす平面プランの提案を実施しながら、1 号館～ 5 号館のキャンパス全体のマス
タープランと「アカデミックシアター」としての 5 号館のプログラムを導き出した。

出た意見に対して色付きシールで投票し、理想・懸念事項・運用ルールの心がけを抽出する

2019/8/30

1

H1_みんなを巻き込んだイベントを開く

H1-1_丸1日プレゼン大会イベントを催す ●●○

H1-2_企画をアピールする場を作る●●○○

H1-3_職員・教員で出席者がランダムの報告
会を開く●○

H1-4_新入職員同士の共有会を開く

H1-5_勉強会を開く

H1-6_カジュアルにプレゼンテーションする

具体的なアクティビティ

イベントによって部署・職種を超えて情報
を交換し、連携を促進させる
また、主体的に考える機会を増やす

・知の結合化が弱い

・周囲に相談しにくい

・課同士の連携不足

・職員・教員・学生・地域との連携・情報共有
不足

こんな課題に対して有効

H2_職場の状況を知る

H2-1_職員の顔写真と業務内容の紹介（何を誰
にきくべきか学生がわかる）●

H2-2_大きなホワイトボードやモニターで共有
●○

H2-3_職員のセキュリティ内に部署ごとに掲示

H2-4_仕事の痕跡を残す●●●

H2-5_職員の内部情報発信●
H2-7_成果物を掲示●
H2-9_掲示用ではない会議資料を気軽に共有
H2-8_目安箱を設置

具体的なアクティビティ

職場の課題や不満を共有することで常に改善

しながら働ける

また、他の人の活動や個性を知ることで新た

なコラボレーションが生まれる可能性が増え

る

・仕事量が多い

・学内で連絡を取りたい人の場所が不明

・職員・教員・学生・地域との連携・情報共有不足

・他課とのコミュニケーションが少ない・取りづらい

こんな課題に対して有効

H3_オープンな場所で打ち合わせ

H3-1_用途によって使い分ける●●●●

H3-2_事務局の島の中にオープンな打ち合わせ
場所を設ける●●○

H3-3_学生と職員のコミュニケーションを見え
る化●●●

H3-4_ラウンジで打ち合わせをする●○

H3-5_学生との面談が気軽にできる●○

H3-6_予約不要で気軽に使える
H3-7_会議と雑談を定義づけないコミュニケー
ション
H3-8_ランチミーティングができる

具体的なアクティビティ

入構申請や予約不要、オープンスペースで

カジュアルに打ち合わせ

オープンにすることで使わない打ち合わせ

スペースが生まれることを防ぐ

・会議室は空いているが、利用しにくい

・パッと打ち合わせできるスペース・習慣がない

こんな課題に対して有効

H4_様々な人と共に働く

H4-1_周期的にプロジェクトのように一緒に
混じって働く●●●○

H4-2_地域企業、自治体、NPOなど、職場以
外の人と共創する●●

H4-3_役職関係なくごちゃまぜに仕事する

具体的なアクティビティ

普段と違うメンバーと交流し、そそれれぞぞれれがが持持

っってていいるる個個性性・・特特性性をを結結集集ささせせ、、よよりり良良いいアア

イイデデアア創創造造にに繋繋げげるる

職場外の人と共に働き、自分たちでは気が

つかないアイデアをもらう

・課同士の情報共有不足

・課同士の連携不足

・知の結合化が弱い

・職員・教員・学生・地域との連携・情報共有不
足

こんな課題に対して有効

H5_自席以外で働く

自席以外の場所で働くことで、他の課との

交流が自然に生まれる

また、周りの人が介入しやすくなり、連携

しながら働ける

H5-1_動いていろんな人と交流する●○

H5-2_環境を選べる

H5-3_定住しないで仕事をする●
H5-4_立ちながら仕事する
H5-5_一時的に広い作業スペースを使う
H5-6_仕事の内容に合わせて場所を選ぶ
H5-7_ノートパソコンを持ち歩く
H5-8_自分の席だけで仕事を解決する意識
を変える●

具体的なアクティビティ

・課同士の情報共有不足

・課同士の連携不足

・職員・教員・学生・地域との連携・情報共有不足

・他課とのコミュニケーションが少ない・取りづらい

こんな課題に対して有効

H6_リラックスしながら働く

H6-1_コーヒーを飲みながら働く●○

H6-2_自席以外の居場所

H6-3_カフェサーバーで茶飲み話をする○

H6-4_自分のペースで働く

H6-5_ケータリング、特別なご馳走をとる●●

H6-6_マッサージチェアやクッションを置く●

具体的なアクティビティ

リラックスすることで気軽な打ち合わせや、

情報交換の会話、新たな発想を生む機会を

増やす

・課同士の連携不足

・課同士の情報共有不足

・パッと打ち合わせできるスペース・習慣がない

・知の結合化が弱い

こんな課題に対して有効

WS ⑤ 運用ルールを考えるWS ④ 理想の連携・働き方に必要な空間要素を描く

WS ③で考えた連携のあり方・働き方を元に空間的要素をテーマとしたワークを行
い、理想的な新 5 号館空間を考えた。
実現したいアクティビティと、それを行いたい写真を選ぶ。インタビュー形式で空
間の要素を出し、具体的な要素を抽象化し空間に反映する。

実現したいアクティビティとそれを行いたい空間を選ぶアクティビティカード

新 5 号館の設計資料（左）をもとに、新 5 号館の運用ルール・心がけを考えて、空間
を使い倒すためのマインドを見につけるワークを行った。新 5 号館をよりよく使用す
るための、必要なルールや心がけが何かを話し合うワークを行った。WS ④も反映させ、
アップデートしたアクティビティカード（下）とワークシーンを描いた図面（左）を
用いた。実現するにあたっての懸念事項は何か、それを解決するためにはどんな運用
ルールや心がけが必要かを考えた。新 5 号館の設計では、オープンで何でも使うこと
ができる空間が完成する。使い手が柔軟に使うことでより自由で魅力的な空間になり、
固定概念をなくすためのワークを行った。
＜投票色の意味＞

●：やらねばならん　●：これからやりたい　

●：できるかわからんけどやりたい ●：いつかやりたい

1号館

2号館

体育館

学芸棟

3号館

事務関係 学生支援 図書館 教室 WC・STカフェ・ラウンジラーニングコモンズ

69㎡ 部屋面積（㎡）
55席 座席数
WB ホワイトボード
BB 黒板
PJ プロジェクター
SC スクリーン

4号館

320㎡
305席
BB
PJ
SC

125㎡
54席

WB
PJ
SC

32㎡
13席

PJ
SC

300㎡
376席

WB
PJ
SC

60㎡
49席

PJ
SC

54㎡
24席

PJ
SC

57㎡
54席

PJ
SC

具体的に何を１号館から５号館にもっていくか
（次ページ）、また、移転後１号館に何を入れるか
決めておく必要があります。

1 号館について 07

具体的に何を 1 号館から 5 号館に持って
いくのか。また、移転後に 1 号館に何を
入れるのか決めておく必要があります。

5 号館

2019/8/30

1

H1_みんなを巻き込んだイベントを開く

H1-1_丸1日プレゼン大会イベントを催す ●●○

H1-2_企画をアピールする場を作る●●○○

H1-3_職員・教員で出席者がランダムの報告
会を開く●○

H1-4_新入職員同士の共有会を開く

H1-5_勉強会を開く

H1-6_カジュアルにプレゼンテーションする

具体的なアクティビティ

イベントによって部署・職種を超えて情報
を交換し、連携を促進させる
また、主体的に考える機会を増やす

・知の結合化が弱い

・周囲に相談しにくい

・課同士の連携不足

・職員・教員・学生・地域との連携・情報共有
不足

こんな課題に対して有効

H2_職場の状況を知る

H2-1_職員の顔写真と業務内容の紹介（何を誰
にきくべきか学生がわかる）●

H2-2_大きなホワイトボードやモニターで共有
●○

H2-3_職員のセキュリティ内に部署ごとに掲示

H2-4_仕事の痕跡を残す●●●

H2-5_職員の内部情報発信●
H2-7_成果物を掲示●
H2-9_掲示用ではない会議資料を気軽に共有
H2-8_目安箱を設置

具体的なアクティビティ

職場の課題や不満を共有することで常に改善

しながら働ける

また、他の人の活動や個性を知ることで新た

なコラボレーションが生まれる可能性が増え

る

・仕事量が多い

・学内で連絡を取りたい人の場所が不明

・職員・教員・学生・地域との連携・情報共有不足

・他課とのコミュニケーションが少ない・取りづらい

こんな課題に対して有効

H3_オープンな場所で打ち合わせ

H3-1_用途によって使い分ける●●●●

H3-2_事務局の島の中にオープンな打ち合わせ
場所を設ける●●○

H3-3_学生と職員のコミュニケーションを見え
る化●●●

H3-4_ラウンジで打ち合わせをする●○

H3-5_学生との面談が気軽にできる●○

H3-6_予約不要で気軽に使える
H3-7_会議と雑談を定義づけないコミュニケー
ション
H3-8_ランチミーティングができる

具体的なアクティビティ

入構申請や予約不要、オープンスペースで

カジュアルに打ち合わせ

オープンにすることで使わない打ち合わせ

スペースが生まれることを防ぐ

・会議室は空いているが、利用しにくい

・パッと打ち合わせできるスペース・習慣がない

こんな課題に対して有効

H4_様々な人と共に働く

H4-1_周期的にプロジェクトのように一緒に
混じって働く●●●○

H4-2_地域企業、自治体、NPOなど、職場以
外の人と共創する●●

H4-3_役職関係なくごちゃまぜに仕事する

具体的なアクティビティ

普段と違うメンバーと交流し、そそれれぞぞれれがが持持

っってていいるる個個性性・・特特性性をを結結集集ささせせ、、よよりり良良いいアア

イイデデアア創創造造にに繋繋げげるる

職場外の人と共に働き、自分たちでは気が

つかないアイデアをもらう

・課同士の情報共有不足

・課同士の連携不足

・知の結合化が弱い

・職員・教員・学生・地域との連携・情報共有不
足

こんな課題に対して有効

H5_自席以外で働く

自席以外の場所で働くことで、他の課との

交流が自然に生まれる

また、周りの人が介入しやすくなり、連携

しながら働ける

H5-1_動いていろんな人と交流する●○

H5-2_環境を選べる

H5-3_定住しないで仕事をする●
H5-4_立ちながら仕事する
H5-5_一時的に広い作業スペースを使う
H5-6_仕事の内容に合わせて場所を選ぶ
H5-7_ノートパソコンを持ち歩く
H5-8_自分の席だけで仕事を解決する意識
を変える●

具体的なアクティビティ

・課同士の情報共有不足

・課同士の連携不足

・職員・教員・学生・地域との連携・情報共有不足

・他課とのコミュニケーションが少ない・取りづらい

こんな課題に対して有効

H6_リラックスしながら働く

H6-1_コーヒーを飲みながら働く●○

H6-2_自席以外の居場所

H6-3_カフェサーバーで茶飲み話をする○

H6-4_自分のペースで働く

H6-5_ケータリング、特別なご馳走をとる●●

H6-6_マッサージチェアやクッションを置く●

具体的なアクティビティ

リラックスすることで気軽な打ち合わせや、

情報交換の会話、新たな発想を生む機会を

増やす

・課同士の連携不足

・課同士の情報共有不足

・パッと打ち合わせできるスペース・習慣がない

・知の結合化が弱い

こんな課題に対して有効

＜理想のアクティビティ＞のワークカード

現状調査と、WS( ワークショップ ) を行い、計画へ反映させる

シーラカンスアンドアソシエイツ

諸室利用状況調査での写真

京都工芸繊維大学 仲研究室

ワークショップ　/　プレスメイキング
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キャンパスプラザ

アクティビティ・テラス

ホール

ホール倉庫 印刷室

大階段

機械室

大階段エリア

ブース 3

ブース 1

多目的
WC

職女WC

EV
機械

職男WC

ブース 2

教具庫

テラス

キャンパス・ゲート

女WC

男WC

キャンパス・
ギャラリー

プロジェクト
ルーム 2

学生ラウンジ

教務学生課

入試就職課

ラウンジ
エリア

リフレッシュ
エリア

共有エリア
（マグネット
スペース）

男ロッカー

職員階段

女ロッカー

中央階段

エントランス
エリア

プロジェクト
ルーム 1

グリーンテラス

楽しげな空間で働く

16

緑いっぱい！ BGM も！

皆で企画して、 皆で参加するイベント

22

広場でピクニック！

学生向けの業務体験イベント

23

学生コンサルジュ！

素早い打ち合わせ

7

予約しなくていい！

個人集中作業

4

今日は一日集中！

職場の状況を知る

9/10

いまこういう
取り組みしてるんだね！

自席以外で働き、 リラック、 スしながら働き、

個人を尊重し、 自由に働く

2/11/15

天気のよい日は外で作業！

しっかりと休む

14

ちょっとだけ仮眠！

大学教育の見える化

18/19

こういうプログラムもあるんだね！

学生広報スタッフが普段の学園生活の様子を

発信する

事務局インスタ映え！17

みんなで企画してみんなで参加するイベント

22

プレゼン大会！

皆が交流できる場所でリフレッシュする

12

テラスでお花見イベント！

普段学べないことを学外の人から教えてもらえ

る講義の開催

21

一般公開講座！

年齢の壁を越えた交流イベント

地域開放！

25

静かな場所で打ち合わせ

6

学生が社会人にプレゼンできる機会をつくる

20

オープンな場所で打ち合わせ

5

様々な人と共に働く

1

機械室

大階段

企画調査・監査

理事長室

局長室

EV
機械

学長室

女WC

男WC

テラス
テラス

プロジェクト
ルーム 4

プロジェクト
ルーム 5

ラウンジ
エリア

学習
エリア

学園長室

総務課

共有エリア
（マグネット
スペース）

ブース

職員階段

サーバー

中央階段

エントランス
エリア

プロジェクト
ルーム 3

グリーンテラス

自席以外で働く

2 今日はカウンターで作業！

皆が交流できる場所でリフレッシュする

12
テラス広くていいね！

インターンより気軽に参加できる職業体験

（学外の仕事）

24 カウンター使い方色々！

マグネットスペースの利用

10 いまの仕事順調？

個人集中作業

4 経理はやはりブースで！

プロジェクトルームでイベントする

1 高校生に案内する！

学生広報スタッフが普段の学園生活の様子を

発信する

17 このイベントどう宣伝しようかな？

高校生が大学の授業を体験出来る

26

静かな場所で打ち合わせ

6

大学教育の見える化

16

多様なアクティビティを生む FLA とミドルスケール
「4 つの顔」とホールに加えて、企業とのコラボレーションや多様な活動を支える「プロジェクトルーム」を配置した。その境界は、建具を開け放てば、

フレキシブルラーニングエリア（FLA）と一体になり活動が滲み出す。そして、ワークプレイスと FLA との緩やかな関係をつくり出す、受付カウンターや
ベンチ・書架と建具の組み合わせや、段状のデッキや手すりと一体となったカウンターデスクなど、家具以上建築未満のエレメントを「ミドルスケール」
と捉え、あらゆる場所が多様なアクティビティを誘発させる設えとした。

2F 平面図

1F 平面図



AA' 断面図 S=1/150

プロジェクトルーム 3機械室FLA

KYOAI コミュニティーホール

テラス

倉庫

アクティビティテラス キャンパスゲート

OA/EA

RA

ホワイトボード壁で
グループ学習可能

学生憩いの場となる
多目的広場

災害時（河川氾濫浸水区域）
すぐ 2階に避難可能 【カウンター】

OSBｔ36
ウレタンクリア塗装

【ホワイトボード壁】
PB+WB塗装

【屋根】
防水シート+断熱フォームｔ25

木毛セメント板ｔ25
デッキプレート

【吸音壁】
有孔シナ合板ｔ9
GWマットｔ50

【ルーバー天井】
Mバー胴縁w50@165
45 度張り

【幕板】
板金ｔ0.32

【ルーバー建具】
空調 RA吸口兼用
アカマツ角材□25＠50

折戸で外部とつながり、
広場と一体利用可能

大学や学生活動の成果物
などを展示する壁面書架

直射光は、
庇と樹木で制御

学習風景が
地域から見える

地元企業、教職員、学生等
オープンに打合せ可能

周辺の町が見える

夏

冬

2階から見渡せる

戸袋に収納可能な引き戸で、
ホールと FLA がシームレスにつながる

折戸で街と繋がる

前橋城の土塁
をイメージしたマウント

光と風を導く
ハイサイドライト

フラットなキャンパスの大雨の
際の浸水に配慮した FL 設定

床吹き出しの居住域空調

構造計画と環境・設備計画

吸音に配慮したルーバー状の壁面

外観に配慮した室外機スペース 屋根形状に配慮した機械配置

階段下を採用した収納機械スペース

階段下床置き吹き出し

天井カセット型吹き出し
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「200mm」による構造計算
構造計算を行うにあたり、初めに柱形状を「200mm」と設定し、それが実現可能で、
かつできるだけ経済的に優れた構造システムとすることを目指した。
その結果、8.1 ｍ× 8.1 グリッドのモジュールに対して、柱を鋼管Φ 216.3mm、ブレー
スは H-200 × 200mm、大梁を柱と同幅の H-500 × 200mm、ブレースは H-200 ×
200mm を標準断面とした 2 方向ブレース構造を採用した。
ブレースは、8.1m モジュールを 3 分割した 2.7 ｍグリッドで、各階・各方向にバラ
ンス良く配置している。「200mm」を目指した主な理由は、建築スケール、建築の開
放性、人と構造材との距離感などであるが、二次的な構造材として露出する耐風梁、
階段、片持ちスラブ等とのスケールバランスにも配慮して決定している。

小西泰孝 ( 小西泰孝建築構造設計 )

環境・設備計画
　全体として空冷ヒ－トポンプエアコンによる空調方式とし、1 階ホ－ルではピットに天井埋込ダクト
形室内機を設置し、床下チャンバ－を形成、置換空調方式吹出口を通して空調を行なっている。執務エ
リア・共用エリアは一体空間として空調を行い、一部吹抜け空間は階段下部機械室に、床置形空調室内
機を設置し、置換吹出口にて空調を行っている。
　居室から近い距離に室外機を配置しているため常にトップライトから柔らかい光が降り注ぐ。
　アクティビティホールの 2 階 FLA、機械室の壁は凹凸を出すことで吸音率を高め、学生の居場所をサ
ポートしている。



内観写真 1
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2 階プロジェクトルームより階段テラスを見る。 デッキや家具が人びとの居場所をつくる。

　キャンパスゲート側 ・ 2 階階段上より西側キャンパスモールを見る。 　 プロジェクトルーム 1。
FLA との境界を全面開放可能な折戸やカーテンで緩やかに仕切ることで一体利用できるように設えた。



内観写真 2
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テラス ・ デッキとコミュニティホールを見る。
イベント時にはデッキをステージとして利用可能になる。

ホール 2 階より見る。
カウンター・右手奥の学習エリアはFLAとして多様な利活用を想定している。登録外のイベントや公費へも自由に参加できる。

ホールより、 キャンパス ・ プラザと COMMONS(4 号館 ) を見る。

ホール内観。
2 階吹き抜け周りに、 設置したカウンターを開始、 1 階の講義 ・ イベントに自由に参加することができる。



内観写真 3
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コミュニティホールよりキャンパスプラザ ・ ４号館を見る。
コーナーを開けるとテラス ・ プラザを介して４号館と繋がる。

2 階 ・ 企画調整室 ・ 学長室を見る。
吹き抜けとミドルスケールの什器がオープンかつゆるやかに学生 / 職員エリアを区分ける。

1 階 ・ 学生ラウンジと吹き抜けを見る。
学生エリアと執務エリアを OSB とポリカ / ガラスのカウンター什器が閉め切ることなく緩やかにつなぐ。

1 階吹き抜けよりキャンパスゲート ・ 階段テラスを見る。
FLA とミドルスケール什器カウンターが多様なアクティビティを生む。



■設計・施工
建築　　　　　　　　：( 株 ) シーラカンスアンドアソシエイツ
　　　　　　　　　　　担当／赤松佳珠子　大村真也
　　　　　　　　　　　Yap Minwei ＊　久保公人＊　来源＊（＊元所員）
構造　　　　　　　　：小西泰孝建築構造設計
　　　　　　　　　　　担当／小西泰孝　佐藤隼平　朝光拓也＊
設備　　　　　　　　：設備計画
　　　　　　　　　　：担当／櫻田宏一　皿井寿幸
キャンパス計画アドバイザー：担当／倉田直道
ワークプレイス調査・ワークショップ：担当／仲隆介　 京都工芸繊維大学仲研究室
ランドスケープ　　　 ：GA ヤマザキ
　　　　　　　　　　　担当／山崎誠子　針谷未花
照明アドバイス　　　 ：岡安泉照明設計事務所
　　　　　　　　　　　担当／岡安泉
ファブリック・カーテン：安東陽子デザイン
　　　　　　　　　　　 担当／安東陽子　山口かすみ
サインデザイン　　　 ：TAKAIYAMA
　　　　　　　　　　　 担当／山野英之　蔭山大輔
音響アドバイザー　     ：担当／上野佳奈子（明治大学）

■設計概要
作品名　　：共愛学園前橋国際大学 5 号館　
　　　　　　KYOAI GLOCAL GATEWAY
所在地　　：群馬県前橋市小屋原町 1154-4
主要用途　：大学
建築主　　：学校法人共愛学園
施工
建築　　　：塚本建設
空調・衛生：針谷工事
電気　　　：ソウワ・ディライト
設計期間　：2018,11 〜 2019,12
施工期間　：2020,1 〜 2021,1
構造　　　：鉄骨造
階数　　　：地上２階
最高高　　：9,731mm
軒高　　　：8,963mm

■面積等
敷地面積　：39,679.53m2（キャンパス全体）
建築面積　：1,377.60m2
延床面積　：1,921.99m2
　　　　　　1 階　1,175.78m2 ／ 2 階　746.21m2
建蔽率　　：22.28%（許容：70%）（キャンパス全体）
容積率　　：39.55%（許容：200%）（キャンパス全体）

計画概要
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